工　事　施　工　計　画　書
高 知 市 消 防 長　　様

　このたび建築する　　　　　　　　　　　　　　　　に対し、平成17年３月25日総務省令第40号に適合するものとするため、特定共同住宅等の住戸等間の開口部のない耐火構造の床又は壁（以下「床又は壁」という。）の区画を貫通する配管等及び貫通部について、平成17年３月25日消防庁告示第２号第３、（４）[下記参照]に適合するよう施工し、施工後にはその都度、消防局の確認検査を受けることとします。
令和　　年　　月　　日

申請者　　住所

氏名






記

1 床又は壁を貫通する配管の用途は、給排水管、空調用冷温水管、ガス管、冷媒管、配電管その他これらに類するものであること。

2 配管等の呼び径は、200mm以下であること。
3 配管等を貫通させるために設ける開口部は、内部の断面積が直径300mmの円の面積以下であること。

4 配管等を貫通させるために設ける開口部を床又は壁（住戸等と共用部分を区画する床又は壁を除く）に２以上設ける場合にあっては、配管等を貫通させるために設ける開口部相互間の距離は、当該開口部の最大直径（当該直径が200mm以下の場合にあっては、200mm）以上であること。
5 配管は建築基準法施行令第129条の２の５第１項第７号イ又はロに適合するものとし、かつ、当該配管と当該配管を貫通させるために設ける開口部とのすき間を不燃材料（建築基準法第２条第９号に規定する不燃材料をいう。）で埋めること。
6 ⑤によるほか、別に告示で定めるところ（平成17年３月25日消防庁告示第４号）により、床又は壁を貫通する配管等及びそれらの貫通部が一体として耐火性能を有しているものとして認められたものであること。

7 配管等には、その表面に可燃物が接触しないような措置を講じること。ただし、当該配管等に可燃物が接触しても発火するおそれがないと認められる場合は、この限りではない。

以上

· 施工方法等を変更する場合や、確認検査の日程については事前に消防局予防課担当者と協議すること。
